
ここに色覚に関する正しい情報を発信してまいりますのでご覧ください。 
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今までのフジタガンカニュースでこうした色覚検査にまつわる諸事情についての解

説はしてきておりますので、バックナンバーをお読みの方々はおよその事情をご理解頂

いているとは思いますが、検査を行う事での不利益、逆に検査を行わない事での不利益、

双方が考えられるため中々に難しい点の多い問題なのです。次回以降は日本眼科医会の

ホームページに掲載されている色覚異常に関しての解説を掲載したいと思っておりま

す。前回までに掲載した日本眼科学会のホームページの解説と重複する部分も多いかと

思いますが、表現が変わる事で理解が深まる部分もあると思います。次回以降の解説を

楽しみにお待ち頂けたらと思います。 

 最近、新型肺炎の感染予防目的でマスクを着用した状態で眼科を受診される患者さん

が多くみられます。花粉症の症状軽減にも役立つため双方の理由なのかなとも思います

が、皆さんマナーを重んじられる為か眼科診察時にマスクを外される方が多いようです。

しかしそうするとマスク本来の「感染の拡大を予防する」目的が失われてしまうのです。

基本的な眼科の診察にマスク着用は支障ありません。必要な場合はコチラから外すよう

にお願いをしますので、眼科診察時には「原則マスクを外さない」ようにお願いします。 

 新型肺炎に関しての情報は厚生労働省のホームページなどに詳しく対策と情報が得

掲載されています。確認しながら適切な対応をお願いしたいと思っております。 

また、今週末は学会出席の為の臨時休診があります。ご迷惑をお掛けして大変申し訳あ

りませんが宜しくお願い致します<(_ _)>。 

色覚検査と色覚異常について❺ 

 新型肺炎の流行で皆さん色々ご心配かと思います。報道を見ていると色々な情報が飛

び交っておりますが、大切な事として「ウイルス検査の結果は 100％正確なモノでは

ない」という点があります。ニュース等でも周知されていますので理解されている方が

多いとは思いますが「検査結果が陰性だったら感染していない」とは言えないのです。

であれば、検査に意味がないのでは？という事にもなりますが、検査結果が陽性であれ

ば「感染している」でほぼ間違いないという事になりますから…それはそれで必要に応

じて検査するべきと言えると思います。私はウイルス肺炎の専門家ではありませんが、

一般論としてご理解頂き、冷静な対応をお願いできたらと思います。 

花粉症について、今年は暖冬の為に症状の出現が早め、ただし飛散する花粉量は少な

目、という予想です。当院のホームページではブログのコーナーで情報を発信しており

ます。ご興味のある方はそちらも参考にして頂けたらと思います m(__)m。 

さて本題です。前号から引き続き色覚関連の説明ですが、前回までは日本眼科学会の

ホームページからの引用。この後は日本眼科医会のホームページからの引用を掲載した

いと思います。まずは眼科医会会長からのメッセージです。

https://www.gankaikai.or.jp/colorvision/post_8.html 
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平成 30 年 9 月 

色覚に関する情報提供について 

平成 15 年の学校保健法(現学校保健安全法)改正で学校での色覚

検査が必須項目から希望者への任意となってしまいました。 

この法律改正が国民のためになっているのか否かを知るために、

平成 22・23 年度に学校保健担当で全国調査を実施しました。そ

の結果、自身の色覚異常を知らずに学校生活や進学・就職などで

不利益を受ける多くの児童生徒等の実態が明らかになり、日本眼科医会ではそれらの解

決に向け積極的に取り組んでまいりました。 

その結果、平成 26 年 4 月 30 日に文部科学省から学校保健安全法施行規則の一部改正

等ついての通知が発出され、学校における希望者への色覚検査実施の周知と色覚に関す

る留意点などが提言されました。 
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２/28(金)午後と２/29(土)は院長が角
膜学会出席の為当院は休診となります。
ご迷惑をお掛け致しますがご理解の程
お願い致します。

今月のお知らせ

http://www.fujita-ganka.com/

